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村上市食材PRプロジェクト
こちらで村上の食材を紹介しています。

トマト肉じゃが
【材料（４人分）】 ☆＝村上の食材

豚肉には、疲労回復効果の
あるビタミン B1が多く含
まれています

　じゃがいも	･･･････3 個
　玉ねぎ	･･･････････1 個
　ニンジン	･････････1 本
☆豚こま切れ肉	････200g
　サラダ油	･････ 大さじ1

　インゲン	･････････5 本
　醤油･････････ 大さじ4
　みりん	･･･････ 大さじ1
　砂糖･････････ 大さじ1
　ホールトマト	････400g

①	インゲンはあらかじめ茹でておき、ホールトマトは潰しておく。
②		じゃがいもは4～6等分に切り、玉ねぎはくし切り、ニンジンは
厚さ1㎝の輪切りにする。

③		鍋にサラダ油を熱し、豚肉を炒める。火が通ったら、②を加え
て炒め合わせる。

④		水400ml（分量外）を加え5分ほど煮て、潰したホールトマ
ト、醤油、みりん、砂糖を加えて落とし蓋をして10分煮る。

⑤		落とし蓋を外して5分程煮て、3㎝程度に切ったインゲンを散
らす。

ここで働く

市内企業で働くことを選んだ若者のリアルな生活や
働いてみて感じたことなどを紹介しています。
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“ありがとうを伝えるお葬式”

岩船郡村上市雇用対策協議会会員、
新潟県ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）

株式会社 会津屋（上助渕1777−4）
☎52−1101

http://www.aizuya.jp/
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設立　　　　　昭和61年12月23日
従業員数　　　33人（令和５年５月現在）
主な事業内容　葬儀の運営、仏具の販売など

新たに地域おこし協力隊員が着任しました！
技術を承継し、魅力的な「しな布」を追求します。

問い合わせ 市民課自治振興室　☎75−8926 記事 ID 0049889

主な任務
　羽越しな布の技術承継と、羽越しな布を取り巻く
生活環境、生産プロセスを学び次世代に受け継ぐ。

市民の皆さまへ
　山熊田集落のしな布を巡る集落の営みは、大昔か
ら日本人が山と共生してきた姿を今に伝えており、
もはや日本中を探してもそうそう出会うことのない
文化遺産です。
　高齢化に伴う各工程の担い手の減少、生産量の減
少といった課題に取り組みながら、前職で培った天
然染色の技術もしな布に生かしたいと考えていま
す。
　この貴重な文化が
続いていくよう、技
術の承継とより魅力
的なしな布の姿を追
求していきたいです。
どうぞよろしくお願
いいたします。

丹
に
羽
わ
　梢
こずえ
（東京都生まれ）

　着任前の６年間、藍染めと草
木染めに従事し、染めの技術を
習得。
　数年前に知人の縁で山熊田集
落を訪れた際に、しな布をめぐる
集落の暮らしに衝撃を受け、後世
に残したいとの思いから応募。

しな布で作った帽子


